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「日本版スチュワードシップ・コード」再改訂への対応について 

 

 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（取締役社長 長島
ながしま

 巌
いわお

）は、本年３月２４日に公表さ

れた日本版スチュワードシップ・コード（以下「本コード」）の再改訂を踏まえ、本コー

ドで示された８つの原則に対する弊社の対応方針を更新しましたので、お知らせいたし

ます。 

 

 本コードの再改訂では、新たに運用戦略に応じたサステナビリティを考慮することや

日本の上場株式以外の他の資産に投資を行う場合にも適用が可能である旨が示されまし

た。 

 

これまで弊社は、２０１７年８月から議決権行使結果に加えて、その賛否理由を開示

し、また受託財産に係る全ての運用資産に対し、ＥＳＧの視点を組み込むことを明言し

た「ＭＵＦＧＡＭ 責任投資ポリシー」を２０１９年５月に公表するなど、スチュワード

シップ活動の実行性向上に向けた取り組みを進めています。 

 

今般、更新した概要は以下の通りです。 

 コード改訂のポイント 弊社受入れ方針の変更点 

原則１ 
サステナビリティの考慮

を明示 

・サステナビリティを考慮した運用を表明し 

ていることを明記 

原則４ 

投資先企業との建設的な

対話への取り組み 

協働エンゲージメント活

動の取り組み 

債券への適用拡大(債券に

おける対話の取り組み) 

・積極的にＥＳＧの視点も取り入れ、企業の 

 状況に応じた対話を行う旨、明記 

・機関投資家にとって共通する課題について、 

協働で取り組む旨、明記 

・投資先企業の信用力の維持・向上を目的とし 

 て実施する旨、明記 

原則５ 
議決権の行使と公表内容

の充実化 

・外国株式について、国内株式と同様の方針 

で、議決権行使を行い、開示を進める、旨を 

明記 

原則６ 
議決権行使の報告内容の

充実化 

・外国株式について、国内株式と同様の方針 

で、議決権行使を行い、開示を進める、旨を 

明記 

原則７ 
スチュワードシップ活動

に係る取り組みの強化 

・受託財産に係るすべての運用資産に対し、 

ＥＳＧの視点を組み込むことを明言した、 

「ＭＵＦＧＡＭ責任投資ポリシー」を制定 

した旨、明記 

 



更新後対応方針『日本版スチュワードシップ・コードの受入れ』は別紙をご参照下さい 

別紙 

 

今後もインベストメントチェーンの一員として、本コードへの対応を踏まえたスチュ

ワードシップ活動を通じ、投資先の企業価値向上や持続的成長を促し、最終受益者の 

長期的利益の拡大を真に目指すことで、運用機関としての責務を最大限果たして参りま

す。 

 

以上 

https://www.tr.mufg.jp/houjin/jutaku/pdf/stewardship_ja_pdf.pdf

